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４ 月 行 政 報 告 
 

平成２１年４月１４日提出 
 

＝総 務 課＝ 

１ 平成 21 年度組織体制の見直しについて 

（１）町が直接管理してきた施設の管理運営を町民及び町民からなるＮＰＯに委ね、町

民と行政による協働のまちづくりを促進する。 

   ・公民館大栄分館  町職員 → ＮＰＯ法人（指定管理者制度の導入） 

   ・大栄文化センター、北条文化会館館長  町職員 → 地元推薦の者 

（２）平成 21 年度の重点事業である健康づくりの推進体制を充実するため、健康福祉

課の 2係を統合し、新たに「健康づくり推進室」を設けるとともに、地域防災体制

を強化するため、総務課の地域防災係を「地域防災室」に変更する。 

   ・健康福祉課 

     保健係   → 健康づくり推進室 

     健康増進係     

・総務課 

     地域防災係 → 地域防災室 

（３）高齢者福祉、介護予防を充実するため、地域包括支援センターに管理職を置くと

ともに、専門職を充実する。 

（４）役場組織を活性化するため、40 歳代の中堅職員、女性を管理職に抜擢する。 

   ・健康福祉課長 

   ・生涯学習課長 

   ・地域包括支援センター 

（５）男女共同参画推進の観点から引き続き女性の登用を進めることとし、特に、次世

代の町を担う課長補佐級（室長、課長補佐）に積極的に登用する。 

   ・総務課総務室長、企画振興課企画情報室長、町民課課長補佐、健康福祉課課長

補佐、健康福祉課健康づくり推進室長、教育総務課課長補佐、人権同和教育課

課長補佐、 

（６）効率的な事務執行を行うため、組織のスリム化、課の業務を整理する。 

   ・事業の終了に伴い、税務課地籍調査係を廃止する。 

   ・その他業務の見直しにより、職員を再配置する。 

（７）その他 

・職員を減ずる課 

     税務課地籍調査係、上下水道課上水道室、生涯学習課社会体育係 

・職員を増とする課 

     産業振興課、地域包括支援センター（保健師）、教育総務課 

・鳥取県への派遣職員 

    穴山夕希生（県庁 生活環境部 循環型社会推進課） 
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２ 火災発生状況について 

（１）3月 31 日、23 時 29 分頃、北栄町西園 866 番地 鳥取県倉吉自動車学校で火災

が発生し、消防署、町消防団が出動し消火にあたりましたが、青雲寮ボイラー室

の外壁を 2㎡焼失しました。 

 
３ 北朝鮮ミサイル発射対応について 

北朝鮮ミサイル発射に伴う対応を次のとおり行いました。 

 （１）情報伝達訓練を 3月 25 日、28 日、4月 2日の 3回実施し本番に備えました。 

   住民への周知でいきなり「ミサイルが発射されました。」と放送することは混乱

が生じることが予想されたため、3 月 30 日朝の定時放送で事前に放送する旨を周

知しました。 

   ミサイル発射予告 4 月 4 日（土）～8 日（水）の中で発射の確率が高い 4 日、5

日は休日にあたることもあり、宿直員＋地域防災室職員 1名 計 2名でミサイル警

戒の対応にあたりました。管理職及び関係職員には、情報を防災防犯メールで常時

発信するとともに、いつでも災害対策本部を立ち上げれるよう連絡体制（警戒体制）

を強化しました。 

 （２）4月 4日 

・午後 0時 17 分   第一報を Em-Net（緊急情報ネットワークシステム）で受

信（緊急連絡、ミサイルが発射されました。ただちに屋内 

に避難してください。） 

・午後 0時 19 分   発射避難の放送終了 

・午後 0時 21 分   誤報を受信 

・午後 0時 22 分   誤報訂正の放送終了 

 （３）4月 5日 

・午前 11 時 30 分頃 ミサイル発射 

・午前 11 時 33 分  Em-Net でミサイル発射を受信（緊急連絡、ミサイルが発

射されました。ただちに屋内に避難してください。） 

・午前 11 時 35 分  発射避難の放送終了 

・午前 11 時 48 分  ミサイルが日本の上空を通過し、日本の東 2,100km 太平洋

沖で追尾が終わり、被害がない模様をＴＶ、Em-Net で確

認、屋内避難の解除の放送終了 

・午後 0時 30 分   警戒体制を解除 

  ●今回の対応は国民保護（万が一、外敵から武力攻撃があったときに、国民の生命、

身体および財産を保護し、武力攻撃に伴う被害を最小に抑えるため住民の避難や救

援措置等を行うこと）の前段と考え、町民へ速やかな情報伝達を行い、地域防災計

画に基づき不測の事態を想定し、いつでも災害対策本部を設置し対応できるよう体

制を整えました。 

 

４ 交通安全運動について 

4 月 6 日～15 日までの間、春の全国交通安全運動が展開されております。運動期間
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中、町では「子どもと高齢者の交通事故防止」「全ての座席のシートベルトチャイル

ドシートの正しい着用の徹底」等を重点項目に街頭啓発、パトロールなど行い交通安

全を広く呼びかけております。 

 

＝企画振興課＝ 

１ 青山剛昌ふるさと館開館 2周年祭について 

3 月 21 日、青山剛昌ふるさと館開館 2 周年祭を開催し、町内を散策する「コナン

ウオーク」や特産大栄西瓜を仕掛けにした「ミステリーラリー」など盛り沢山のイベ

ントに終日賑わいました。また、会場の探偵団広場やお台場公園駐車場（一部）では

町商工会が中心となって「食のコーナー」や「フリーマーケット」が催され、盛り上

げに一役かっていただきました。当日の参加者は、延べ 4,000 人でした。 

  なお、午前 9時から同館前探偵団広場でオープニング式典を挙行し、席上、今年度

県の助成をうけて製作したコナン通りモニュメント 30 基のうち、同広場に設置した

大型モニュメントのお披露目を兼ねて、完成除幕式を行いました。 

 

２ 男女共同参画審議会の開催について 

 3 月 30 日、平成 20 年度北栄町男女共同参画審議会を開催し、吉田助三郎委員長ほ

か委員 11 名が出席しました。 

  この会議は、北栄町男女共同参画推進条例の規定により、毎年、本町の男女共同参

画の推進に関する施策の実施状況等を公表することとなっており、あらかじめ審議会

でその公表内容を確認・成案し、町長に報告するもので、次号の「広報北栄」へ掲載

（公表）することになります。 

  審議会からは、兼業農業における女性農業従事者に対しての取り組みや、自治会研

修の継続と保育所、幼稚園保護者を対象とした研修会などの積極的な推進を求める意

見が出されました。 

 

３ 台湾雲林県「2009 台湾西瓜フェスティバル」への参加について 

台湾雲林県から「2009 台湾西瓜フェスティバル」を開催するにあたり、北栄町長

に参加要請があり、松本町長、企画振興課長、国際交流担当 1名、通訳（鳥取県国際

交流員）1名の計 4名が、4月 29 日～5月 2日の日程で参加します。平成 6年に旧大

栄町が「世界スイカサミットｉｎだいえい’94」を開催した経緯があり、その関係か

ら鳥取県を通じて参加要請の打診があったものです。 

  具体的には，フェスティバルのメインイベントである「国際西瓜シンポジウム」 

の席上、町長が「日本国鳥取県北栄町の西瓜産業の発展状況 ＝大栄西瓜と歩んだ百

年＝ 」と題して事例発表をすることになっています。そのほか現地の西瓜圃場等の

視察、各種西瓜コンテストにゲスト審査員として参加することになっています。 

  また、今回の台湾訪問に合わせて台中県大肚郷を訪問することとしています。 

 

４ 「グルメセンター」の増改築について 

（株）チュウブから、北条海浜広場内にある同社所有の「グルメセンター」（（有）
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北条特販より同社が買取）を増改築したい旨の申し出があり、北条道の駅一帯の飲食

物販エリア方針に合致する計画であり、これを許可することとしました。（別添資料

参照） 

  なお、今回の増築により町貸付け面積が増加するため、すでに契約している土地使

用賃貸借契約を許可と同時に変更することとしています。 

 

５ 青山剛昌ふるさと館の入館状況について 

青山剛昌ふるさと館の入館等実績は次のとおりです。 

     入館者数 うち有料入館者数 入館料 

3 月分   6,425 人      5,690 人    3,083,050 円 

通 計   63,854 人     57,799 人   32,224,450 円 

前年 3月分   5,756 人      5,221 人   3,008,300 円 

 前年同月通計  78,322 人     68,165 人   39,024,450 円 

 

６ レークサイド大栄主催ＧＧ大会について 

レークサイド大栄主催のＧＧ大会を開催しました。 

期 日 大 会 名 募集人員 参加者数 

3／11 第 4 回男女ペアベストＧＧ大会 有資格者 146 人 

3／18 第 13 回ベストスコアＧＧ大会 有資格者 179 人 

前年 3／12 第 3 回男女ペアベストＧＧ大会 有資格者 170 人 

前年 3／19 第 12 回ベストスコアＧＧ大会 有資格者 131 人 

 
＝税 務 課＝ 

１ 税の確定申告相談について 

2 月 16 日～3 月 16 日まで大栄庁舎会議室と北条健康福祉センターの 2 会場で、平

成 20 年分所得税及び住民税の確定申告相談を受けました。 

  相談を受けた件数は大栄会場 1,293 件、北条会場 541 件、合計 1,834 件で、昨年に

比べ、62 件の増となりました。今年度は、前半に 2 会場とし、後半は大栄会場の 1

会場で相談を受けましたが、大きな混乱もなく終了しました。なお、イータックスで

の申告が申告会場で 30 件ありました。 
 

＝健康福祉課＝ 

１ 北栄町戦没者合同追悼式について 

4 月 21 日（火）午前 10 時より、北条農村環境改善センターにおいて、平成 21 年

度北栄町戦没者合同追悼式を執り行います。 

 

＝産業振興課＝ 

１ 北条川放水路・由良川鉄道橋竣工式について 

3 月 22 日、弓原地内放水路左岸特設テント内において、二級河川由良川水系北条

川放水路及び由良川鉄道橋竣工式（由良川水系河川改修事業促進期成同盟会主催）を
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開催しました。当日は、あいにくの強風でしたが、予定どおり式典を挙行し、テープ

カット、くす玉解放、分水堰の稼働などのイベントを盛大に行い、参加者全員で竣工

を祝いました。参加者は、133 人でした。 

 

２ 業務の発注について 

次のとおり業務を発注しました。            （単位：円） 

入札回数 予定価格 
入札日 工事（業務）名 内 容 

指名業

者数 落札業者 契約金額 
期間

1回 5,586,000 

3/17 

舗装修繕工事 

（大栄地区） 

測量設計業務 

測量設計 

10 社 鵬技術コンサ

ルタント㈱ 5,040,000 

3/19
～ 
5/29

1 回 2,331,000 

3/17 

法面工事 

（大栄地区） 

測量設計業務 

測量設計 

10 社 
西谷技術コン

サルタント㈱
2,100,000 

3/19
～ 
5/29

1 回 6,153,000 

3/17 

舗装修繕工事 

（北条地区） 

測量設計業務 

測量設計 

10 社 
アサヒコンサ

ルタント㈱ 
5,512,500 

3/19
～ 
5/29

 

３ 北栄町献穀米事業について 

3 月 23 日、献穀米事業実行委員会が北栄町役場で開催されました。委員長に松本

町長、副委員長に坂根組合長が選任され、事業計画及び収支予算等について協議され

ました。また、3 月 25 日（水）には鳥取市役所で献穀米種子引渡式が開催され、献

穀者の平信勝彦氏（上種）が前任者から種子を引き受けられました。 

 

４ 雪害被害への見舞いについて 

3 月 27 日、1月の降雪でハウスなどの生産施設に被害を受けられた農家を、松本町

長と産業振興課長が 2班に分かれて訪問し、雪害の見舞金をお渡ししました。今回の

被災農家は 35 戸で、総額 163 万円のお見舞をしました。 

 

５ 町有牛の大会優勝について 

4 月 5 日（日）、第 3 回西日本ブラック＆ホワイトショウが岡山県真庭市の岡山県

本部総合家畜市場で開かれました。本町からは、青木の三谷尊仁さん飼養の乳牛ダイ

エイモーティープリンセスミランが県代表として出場し、第 8部（3才以上 4才未満）

のチャンピオンになりました。さらに全 10 部門のチャンピオンの中から選ばれるグ

ランドチャンピオンに輝き、西日本一となりました。なお、この牛は 2代目の町有牛

で、導入した町有牛が優良な系統であることが証明されました。 

 

＝農業委員会＝ 

１ 町長への政策提案について 

3 月 23 日、会長、職務代理において「北栄町における農政推進の強化に関する政
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策提案」を町長へ提出し、意見交換を行いました。 

  この提案は、地方分権の推進と急速な市町村合併によって、多くの市町村の農政推

進体制が弱体化し、農政の後退が懸念されている中で、積極的な農政推進に向け農

業・農村現場で活用しやすい予算編成、農政推進体制の強化と農業委員会の活用の必

要性をとりまとめたものです。 

   ●内容 １ 町が活用しやすい農業予算の確保について 

       ２ 農政推進の体制づくりと人材の育成・確保について 

       ３ 農業委員会の位置づけと活用について 

       ４ 地域活性化のための多様なリーダーの育成・確保について 

 

＝環境政策課＝ 

１ 風力発電所稼働状況について 

3 月の風力発電所の稼働状況は次のとおりでした。 

   売電電力量：2,457,120KWh  達成率：86.2％  CO２削減量：1,363.7t 

   売電収入：29,024,730 円 

 

２ 公営住宅の入居状況について 

住宅入居状況  3 月末 

（１）町営住宅入居状況 

住 宅 名 全 戸 数 入居戸数 空き戸数 募集期間 備 考 

由良宿団地 60 60 0   

六尾北団地 45 45 0   

向 山 団 地 15 15 0   

中 央 団 地    8    8 0   

 

（２）県営住宅入居状況 

住 宅 名 全 戸 数 入居戸数 空き戸数 募集期間 備 考 

栄第１団地    8 8 0   

栄第２団地    8 8 0   

大 野 団 地    6 6 0   

 

＝上下水道課＝ 

１ 西高尾新水源電気探査・試験井戸調査業務について 

3 月 2 日、西高尾新水源電気探査・試験井戸調査業務が完了し、調査結果報告書を

受領しました。現在の西高尾水源は、築 45 年が経過しており施設の老朽化による取

水可能量に限界が生じており 3年計画で新水源開発に取り組んでいます。初年度の今

回は、電気探査の結果において、現在の水源地より 120ｍ上流の位置が最適候補地で

あることを確定し、口径100㎜の試験井戸を地下100ｍまで掘削し、揚水試験の結果、

換算水量、水質とも既存水源と同程度の地下水脈があることを確認しました。 

  本年度は、付近の用地取得と本井戸を掘削し、水量、水質のデーターをもとに認可

設計を作成する予定です。 
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＝教育総務課＝ 

１ 学校被害状況について 

 3 月 24 日、午前 8時 45 分頃、北条中学校部室棟の女子トイレの窓ガラス 1枚とプ

ール更衣室の扉の窓ガラス1枚、機械室の窓ガラス2枚が割られる被害がありました。

直ちに、倉吉警察署に被害を報告し、現場検証が行われました。なお、校舎内に侵入

した形跡はありませんでした。 

 

２ 教育委員会の開催について 

3 月 24 日、第 5 回教育委員会定例会を開催しました。議事は次のとおりで原案ど

おり承認されました。また、北条小学校校舎改築工事の進捗状況及び幼保一元化等の

進捗状況などについて報告をしました。 

・教育委員会事務局職員の人事（出向）について 

   ・教育委員会事務局職員の任命について 

・北栄町体育指導委員の委嘱について 

・北栄町文化財保護委員の委嘱について 

・区域外就学について 

 

３ 各種行事報告について 

（１）小学校において卒業証書授与式が行われました。 

日時 学校等名 卒 業 者 数 

3 月 19 日 北条小学校 87 人 

3 月 19 日 大栄小学校 64 人 

（２）北条幼稚園において卒園式行われ、修了証書が授与されました。 

日時 園 名 卒 園 児 数 

3 月 24 日 北条幼稚園 35 人 

 （３）平成 20 年度北栄町児童生徒表彰の表彰式を町長室で行いました。 

日時 学校名 被 表 彰 者 数 

北条小学校 健康賞 1 人 

大栄小学校 学芸賞 1 人・親切賞 1 人 

北条中学校 学芸賞 2 人・親切賞 1 人  
3 月 24 日 

大栄中学校 学芸賞 2 人 

 

６ 北栄町立学校教職員の異動について 

4 月 3 日、北栄町立小・中学校転任教職員（26 人）着任式を開催しました。着任式

終了後、転任教職員を対象にした町内めぐり研修を行いました。この研修の目的は、

児童生徒が生まれ育った北栄町の歴史・文化などに触れることで、町のよさを知ると

ともに関心を持ち、好きになってもらい、指導に役立たせるきっかけとするためです。 
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７ 北栄町立学校等の入学式について 

次のとおり、入学（園）式が行われました。 

日時 学校等名 入学（園）者数 

4 月 6 日 北条幼稚園 39 人 

4 月 8 日 北条小学校 64 人 

4 月 8 日 大栄小学校 59 人 

4 月 8 日 北条中学校 84 人 

4 月 8 日 大栄中学校 60 人 

 
＝生涯学習課＝ 

１ 平成 20 年度家庭教育講演会について 

3 月 6 日、大栄農村環境改善センターにおいて「平成 20 年度家庭教育講演会」を

開催しました。鳥取大学医学部附属病院小児科医の長石純一先生を講師に迎え、家庭

の教育力アップアンケート実施結果を踏まえた子どもの基本的生活習慣について、話

していただきました。参加者は 20 人でした。 

 

２ 高齢者対象講座シニアクラブ閉講式について 

3 月 16 日、高齢者対象講座シニアクラブ閉講式を大栄農村環境改善センターにお

いて行いました。人権学習の一環として青谷地域人権教育推進協議会長 棚田大（た

なだすぐる）氏を講師として「伝え合おう心・技・智恵…」と題した講演を聞いた後、

閉講式を行い、皆勤 7名を発表し表彰しました。 

 

３ 中央公民館大栄分館管理委託契約調印式について 

4 月 1 日、中央公民館大栄分館において、大栄分館の管理委託契約についてＮＰＯ

法人まちづくりネットと町との調印式を行いました。式には、まちづくりネットから

は遠藤理事長以下 5名、町からは松本町長、山口副町長、岩垣教育長以下 2名が出席

しました。 

 

４ 北条歴史民俗資料館イベント情報について 

4 月 25 日（土）～5月 10 日（日）までの間、北条歴史民俗資料館において、「文字

が語る古代・中世のとっとり」と題して、奈良時代から戦国時代の鳥取県に関わる古

文書等の写真パネルとレプリカを展示します。これは県立博物館の行なう移動博物館

事業を活用して行なうものです。 

 
 
＝人権同和教育課＝ 

１ 高齢者小地域懇談会開催状況について 

次のとおり高齢者小地域懇談会が開催され、ビデオ教材「いのち輝くとき」等を視聴

した後に、人権教育推進員が人権尊重の視点から地域における支え合いの大切さについ

てミニ講演を行いました。 
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 開 催 日 

事業所等・自治会等名 
参加者数 備 考 

3 月 23 日 東園浜老人クラブ  28 人  

3 月 28 日 緑ヶ丘団地老人クラブ  28 人  
高齢者小地域

懇談会 
4 月 3日 由良宿 3区老人クラブ  29 人  

 


